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高麗円くこうらいもん)に近い形式

間口: 8尺3寸8分(2. 54皿)

開口部はほぼ正方形:城門の特徴

屋根瓦は昭和の桟瓦、扉(透門)は大破するも残存。

瑞泉寺の門の鏡柱(かがみはしら)

・一木造りの五平柱(長方形断面の柱)

・細い 7寸5分×5寸5分

227皿皿× 167皿皿

・城門として現存随-の苦しい風食

瑞泉寺内の門

金山城から慶長6年(1001)に天守とと

もに犬山へ移築(金山越し)。

この間は犬山城には移され只当初から瑞

泉寺に与えられたと考えられる。

宣子7世紀前期の一般的な鏡桂

接栓(はぎはしら) :集成材の柱

17世紀前期は大木が枯渇したため、幅の

広い鏡柱の材木が得られず、細い材木を束

ねて鏡柱の芯を作り、表面に薄い樺板を張

って化粧し、その継ぎ目を筋鉄で隠した。

現存最古の按柱は、

慶長4年(1599)の姫路城「り」の門。

姫路城・名古屋城・江戸城などでも応用。 5
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秀吉の文禄・慶長の役で薬医門を改良して発明された

新型の城門(高段=朝鮮の古い国号)

屋根が3分割されて小さくなり、太い内冠木が不要と

なった。材木と瓦の節約ができ、屋根が小さいので、

敵兵が隠れにぐい。関ケ原以降の城門の基本形

旧型の高麗門

鏡柱の上に冠木が載り、その上に腕木。

(上)姫路城「り」の門

慶長4年(1599)

(下)名古屋城本丸表二の門

慶長17年(1612)
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新型の高麗門

鏡柱に冠木をほぞ差し、腕木は上に伸び上が

った鏡柱に差し込む。寛永(1624)に始まる。

(上・下)丸亀城大手-の門

寛文10年(1670)
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(左)瑞泉寺門

超旧型の高麗門

鏡柱の前面に冠木を削り込む(中世の

構造)。冠木の上に鏡柱が伸び上がり、

腕木を差し込む。背面から見ると(左

下)、鏡柱が冠木を超えそのまま上に伸

びる。

(右)姫路城「い」の門

旧型の高麗門

鏡柱の上に冠木を載せる、鏡柱は冠木

で止まる。 (右下)背面。
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(左上)瑞泉寺の門

扉を吊る木製の藁座を冠木に打ち

付けて、藁座に開けた穴に扉の軸

を差し込む。

(左下)旧横須賀城輯手門

楽座の穴に扉の軸を差し込んで吊

る。
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(中上)姫路城「ろ」の門

肘轟で扉を吊る

(中下)肘轟(ひじつぼ)

義金(つぼがね、扉に打ち込

む)

肘金(ひじがね、鏡柱にに打

ち込む)
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旧大垣城本丸鉄門(くろが

ねもん)岐阜県各務原市へ移築

17世紀後期か 高麗門

鏡柱上に冠木を載せ、冠木上に鏡柱

を伸ば、九

教王護国寺慶賀門

鎌倉時代、人間門

扉を吊る冠木は柱に打ち付ける
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